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問い
自分の目標

収集・整理

表現

振り返り
自己調整



教科としての「見方・考え方」を

働かせる授業になっているか？

学びスキルなどの情報活用能力を

はぐくむ内容になっているか？

自己調整能力をはぐくむ

個別最適な学び・協働的な学び
探究的な学び

はぐくむ力

授業のフレーム

授業者の工夫
・授業（学び）の主体が学習者であり、

自己調整を働かせられる授業の時間を

学習者に手渡している

・ICTや学校図書館を「活用する」活動

となっている

・情報の取り扱いや整理・分析に

対する指導・助言をおこなう・学習者の学びをみとる工夫がある

学びのゴール（めあて）が学習者と共有されている



「Self-Regulated training」より（https://www.ak-learning.info/self-regulated-training）
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「がんばる」「集中してやる」 「別の資料を参考にしてみる」

「〇〇さんの意見を参考に自分の

意見をさらに深めた」

難しい課題にであったとき

すぐに授業者に「答え」を

求める

試行錯誤して自分で「やり方」を

考える →学習への粘り強さ

評価＝成績 評価＝学習者の学びの目印

次の指導や学習者の

支援に活かすもの

教科の専門性

授業者ごとの探究

「情報活用能力」という共通の

視点・コンピテンシーベースの

探究



学習者

学びの自立

授業者

学びの支援

自由進度と

探究的な学びの

時間設計

援助要請

学びの把握

どんな学びを

経験してきたか

（学習方略の蓄積）

教科の

「見方・考え方」を

働かせる時間の

確保
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WEB会議システム（MicrosoftTeams）授業支援アプリ（ロイロノート）などのクラウド

協働・他者参照 協働・他者参照

・探究の成果物（レポートなど）

・個人の学習ログ

思考のプロセス

試行錯誤の軌跡

リアルタイム

みとり・フィードバック

先輩の探究・

学びを参照

探究のプロセスを

未来に継承

探究を進め、

深めるシステム



S T E A M

国語

数学

理科

社会

英語技術

家庭

音楽

美術

体育

Ｓ＝サイエンス
Ｔ＝テクノロジー
Ｅ＝エンジニアリング
Ａ＝リベラルアーツ
Ｍ＝マスマティック

「探究」と「創造」

さらなる教科横断の

学びへ

社会とつながり

より良く変えていく力
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➀

H A (2020.9).

.

.271p

(2024.5).

.

.337p

(1973.11). . .158p

(2023.3). .

.187p

(2024.3). 30 .

.158p



➁

(2024.9). 46 .

.170p

(2022.7). , ,

. .194p

(2025.3).

. .187p

(2024.2). . .270p

10 (2023.9).

. .146p

11 (2025.7). .

.154p



➂

12 (2024.3).

GIGA DX

13 (2024.3).

14 (2025).

. .

https://www.mext.go. jp/a_menu/shotou/new-cs/senseiouen/mext_00001.html ,

( 2025-09-08)

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/senseiouen/mext_00001.html


Ring!


